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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

 

１ 会議名 平成29年度第４回長岡市公立大学法人評価委員会 

２ 開催日時 平成30年１月31日（水）午後１時30分から午後２時30分まで 

３ 開催場所 アオーレ長岡 東棟３階 301会議室 

４ 出席者名 （委 員）中村委員長  

山崎委員長代理 

草間委員 

高橋委員 

槇委員 

（説明のために出席した関係者) 

     公立大学法人長岡造形大学 水流理事長 

     公立大学法人長岡造形大学 和田学長 

     公立大学法人長岡造形大学 河村副理事長 

 公立大学法人長岡造形大学 久島事務局長 

 公立大学法人長岡造形大学 中村企画調査室長 

 公立大学法人長岡造形大学 白崎企画調査室係長 

公立大学法人長岡造形大学 五十嵐企画調査室主任

公立大学法人長岡造形大学 野上財務課長  

（事務局）長岡市地方創生推進部 渡邉部長 

 長岡市政策企画課 茂田井課長 

     長岡市政策企画課 鈴木課長補佐 

     長岡市政策企画課 林係長 

     長岡市政策企画課 渡辺主任 

５ 欠席者名 なし 

６ 議事 （１） 委員長の選出及び委員長代理の指名について 

（２） 各事業年度の業務実績評価（年度評価）実施要領の改正

について 

（３） 中期目標期間の業務実績評価（見込評価）実施要領の制

定について 
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７ 審議結果の概要 ・ 議事（１）について、委員の互選により中村和男委員が委員

長に就任し、委員長の指名により山崎和夫委員が委員長代

理に就任した。 

・ 議事（２）について、年度評価実施要領改正案について審議

し、承認された。 

・ 議事（３）について、見込評価実施要領案について審議し、

承認された。 

８ 審議の内容 

事務局・政策企画

課課長補佐 

 

 

事務局・地方創生

推進部長 

 

事務局・政策企画

課課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

事務局・政策企画

課課長 

 

事務局・政策企画

課課長補佐 

 

 

事務局・政策企画

課課長補佐 

 

 

 

 ただいまから、平成29年度第４回長岡市公立大学法人評価委員会を

開催いたします。 

はじめに、渡邉地方創生推進部長からごあいさつ申し上げます。 

 

（地方創生推進部長あいさつ） 

 

 

本日、５名の委員からご出席いただいておりますので、長岡市公立

大学法人評価委員会条例第５条第３項の規定により、会議が成立して

いることをご報告させていただきます。 

なお、本日の評価委員会は長岡造形大学の皆さんからもご出席いた

だいております。 

 

それでは、進行を進めさせてさせていただきます。 

次第の２報告事項について、事務局より報告いたします。 

 

（資料１・２、参考資料２に基づき説明） 

 

 

 委員の皆様からご質問等ありましたらお願いします。 

 

（質問等なし） 

 

それでは、次第３議事へとまいります。 

 

はじめに（１）委員長の選出及び委員長代理の指名についてです。

「長岡市公立大学法人評価委員会条例」第４条第１項の規定によ

り、委員長は委員の互選によって定めることとなっております。 
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委員 

 

 

事務局・政策企画

課課長補佐 

 

 

 

事務局・政策企画

課課長補佐 

 

 

 

事務局・政策企画

課課長補佐 

 

 

委員長 

 

 

 

 

事務局・政策企画

課課長補佐 

 

 

 

事務局・政策企画

課課長補佐 

 

 

委員長 

 

 

委員の皆様から、立候補、または推薦等ございますでしょうか。 

 

中村委員を委員長に推薦します。 

引き続き、中村委員から委員長をお願いしたいと思います。 

 

中村委員を委員長に推薦する声がありましたが、他にいかがでしょ

うか。 

 

（異議なしの発言） 

 

委員長に中村委員が選出されました。 

それでは、中村委員長、ごあいさつをお願いいたします。 

 

（中村委員長あいさつ） 

 

ありがとうございました。 

評価委員会条例第４条第３項の規定により、委員長が委員長代理を

指名することになっております。中村委員長、いかがでしょうか。 

 

これまでも委員長代理を務めていただいていた山崎委員にお願い

したいと思います。 

 

（山崎委員、了解の発言） 

 

委員長代理に、山崎委員が指名されました。 

山崎委員長代理、ごあいさつをお願いいたします。 

 

（山崎委員長代理あいさつ） 

 

ありがとうございました。 

それでは、ここからは、進行を委員長にお願いしたいと思います。

中村委員長よろしくお願いいたします。 

 

それでは進行を務めさせていただきます。 

次第の３の議事を進める前に、今回の評価委員会の議事録署名人を

決めたいと思います。草間委員と高橋委員にお願いしたいと考えてお
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委員長 

 

 

 

 

事務局・政策企画

課課長 

 

委員長 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局・政策企画

課課長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局・政策企画

課課長 

 

 

 

 

りますが、よろしいでしょうか。 

 

（了解の発言） 

 

それでは、議事を進めてまいります。 

 

 まず議事の（２）「各事業年度の業務実績評価（年度評価）実施要

領の改正について」、事務局から説明していただきたいと思います。

 

（資料３・４に基づいて説明） 

 

 

ありがとうございました。 

議事の（２）について、事務局から説明をしていただきました。 

委員の皆様からご質問等ありましたらお願いします。 

 

 既に３年間分の評価を行った実績がありますが、中期目標期間の途

中で評価基準を変更することについて、過去の評価との整合性や、つ

ながりはどう整理しますか。 

 

４段階評価だったものを５段階評価にすることで、これまでの実績

と比べられなくなっては困りますので、今回の変更は一番上の評価を

細分化することに留めています。「上回る」というａの評価を、「大幅

に上回る」と「上回る」に細分化するものなどです。そのため、過去

との整合性やつながりの影響が全くないということはありませんが、

限定的であると考えています。 

 

スタートの時点で「大幅に上回る」という評価を入れていなかった

のはなぜですか。 

 

第１期目をスタートする段階では、「年度計画を上回る」というこ

とは想定できていましたが、実際にスタートして評価作業を行ってみ

たら、「上回る」を超えて「大幅に上回る」実績というものが出てき

ました。スタートの時点では、そこまでの想定ができなかったのです

が、実際には顕著な成果というものも出ており、現行の基準では実態

に即した評価がしきれなくなっているため、変更を行いたいというも
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委員 

 

 

 

委員 

 

事務局・政策企画

課課長 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局・政策企画

課課長 

 

委員長 

 

 

委員 

 

のです。 

 

たしかに、実績の度合いが違っているのに、それに見合う評価がで

きないというのは、不公平だなと思います。実績に見合う評価ができ

るようになるというのは、一歩前進するのではないかと思います。 

 

この改正は法律の改正に伴うものですか。 

 

今回の改正は、法律の改正に伴うものではありませんが、この後に

ご審議いただく見込評価の実施要領の基準と統一したいと考えてい

ます。 

 

評価をやってみて出てきた課題を改善していくということは良い

ことだろうと思います。 

 

物事を前向きにみることも必要だろうと思いますので、大変良いこ

とだろうと思います。 

 

良かった点を適切に評価して認めることで、評価される側のモチベ

ーションにもつながると思いますので、良いことだなと思います。 

 

それでは、皆さんのご発言を受けて、承認としたいと思います。 

 

（異議なし） 

 

続いて、議事の（３）「中期目標期間の業務実績評価（見込評価）

実施要領の制定について」、事務局から説明していただきます。 

 

（資料５に基づいて説明） 

 

 

ありがとうございました。 

委員の皆様からご質問等ありましたらお願いします。 

 

 大学側が提出する自己評価資料の中に、参考資料でも結構ですの

で、課題なども盛り込んでいただけると、次期中期目標などを見据え
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委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

事務局・政策企画

課課長補佐 

 

 

事務局・政策企画

課課長 

 

事務局・政策企画

課課長補佐 

た見込評価ができるようになると思いますので、要望させていただき

ます。 

 

 ほかによろしいでしょうか。 

 

 （質疑なし） 

 

それでは資料５のとおり実施要領を決定したいと思います。 

 

（異議なし） 

 

今回、皆様からご審議いただいた実施要領に基づいて、事務局及び

長岡造形大学にて事務手続きを進めていただきたいと思います。 

本日予定していた議事は以上となります。進行を事務局にお戻しし

ます。 

 

中村委員長ありがとうございました。 

それでは、次第の４その他としまして、事務局から今後の流れをご

説明します。 

 

（参考資料２に基づき、今後の流れを説明） 

 

 

これにて「平成２９年度第４回長岡市公立大学法人評価委員会」を

終了いたします。 

９ 会議資料 

○ 次第・出席者名簿 

○ 資料１「地方独立行政法人法改正に伴う変更について」 

○ 資料２「各種手続きの流れについて」 

○ 資料３「各事業年度の業務実績評価（年度評価）実施要領の改正について」 

○ 資料４「公立大学法人長岡造形大学 各事業年度の業務実績評価（年度評価）実

施要領（案）」 

○ 資料５「公立大学法人長岡造形大学 中期目標期間の業務実績評価（見込評価）

実施要領（案）」 

○ 参考資料１「長岡市公立大学法人評価委員会条例」 

○ 参考資料２「中期目標期間中の作業日程」 


